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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
効
率
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
加
え
、

「
質
」
の
改
革
を
目
指
す
た
め
、

昨
年
11
月
に
「
三
鷹
市
行
財
政
改

革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１

０
」
策
定
基
本
方
針
を
定
め
ま
し

た
。
今
回
の
組
織
改
正
は
、
こ
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
多
く
の

行
政
課
題
に
総
合
的
・
機
動
的
に

取
り
組
み
、
ま
た
市
民
の
意
向
を

よ
り
的
確
に
市
の
政
策
決
定
に
反

映
さ
せ
る
体
制
を
つ
く
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
組
織
改
正
に
よ
っ
て
市
長

部
局
で
５
係
の
減
、
教
育
委
員
会

で
２
係
の
減
と
な
り
、
ま
た
職
員

の
総
数
を
28
人
削
減
し
ま
し
た
。

組
織
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
市
長
部
局

fl
日
常
パ
ト
ロ
U
ル
と
し
て
市
内

を
巡
回
し
、
昨
年
12
月
か
ら
始
ま

っ
た
市
職
員
に
よ
る
安
全
安
心
パ

ト
ロ
U
ル
の
連
絡
窓
口
と
し
て
情

報
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
生
活
の
安
全
の
確
保
を
推
進
す

る
た
め
、
生
活
環
境
部
に
「
安
全

安
心
課
」
を
新
設
。

‡
企
画
部
広
報
課
の
市
民
相
談
事

務
と
総
務
部
文
書
課
文
書
係
の
情

報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、
総
合

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
事
務
を
統
合
し
、
総

務
部
に「
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
U
」

を
設
置
。

·
総
務
部
市
長
室
と
企
画
部
広
報

平
成
16
年
度
（
16
年
４
月
〜
17

年
３
月
分
）
の
「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
」
が
、
４
月
初
旬

に
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
発
送
さ

れ
ま
し
た
。

保
険
料
は
月
額
１
万
３
千
300
円

（
昨
年
度
と
同
額
）で
、全
国
の
銀

行
、信
用
金
庫
、農
協
な
ど
の
金
融

機
関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
指
定
）、
社
会
保
険
事
務

所
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

20
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん

も
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

（
本
人
の
所
得
が
68
万
円
以
下
の

枚
（
最
近
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
）
を
貼
り
、
押
印
し
た
も

の
を
返
信
用
50
円
切
手
と
と
も
に

「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所

職
員
課
」
へ
郵
送
で
申
し
込
む
。

∞
職
員
課
ò
内
線
２
２
３
５

課
（
市
民
相
談
事
務
を
除
く
）
を

統
合
し
、
企
画
部
に
「
秘
書
広
報

課
」
を
設
置
。

‚
都
市
整
備
部
道
路
整
備
課
と
都

市
交
通
課
を
統
合
し
、
同
部
に

「
道
路
交
通
課
」
を
設
置
。

„
総
務
部
文
書
課
の
名
称
を
「
政

策
法
務
課
」
に
変
更
。

‰
総
務
部
文
書
課
統
計
係
を
企
画

部
企
画
経
営
室
に
移
管
。

Â
会
計
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど

に
よ
り
各
部
（
企
画
部
を
除
く
）

の
調
整
係
を
廃
止
。

Ê
生
活
環
境
部
ご
み
対
策
課
清
掃

係
を
リ
サ
イ
ク
ル
係
に
統
合

◇
教
育
委
員
会

fl
教
育
委
員
会
事
務
局
に
教
育
部

を
設
置
。

‡
総
務
課
経
理
係
を
廃
止
。

◇
そ
の
ほ
か

fl
部
内
・
部
間
の
調
整
を
行
い
、

ま
た
部
内
の
懸
案
課
題
に
集
中
的

に
対
応
す
る
た
め
、
各
部
に
「
調

整
担
当
部
長
」
を
設
置
。

‡
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
職
名
に

す
る
た
め
、「
次
長
」「
主
幹
」
と

い
う
名
称
を
「
〜
担
当
部
長
」

「
〜
担
当
課
長
」
に
改
め
る
。

※
安
全
安
心
課
は
、
５
月
ま
で

第
二
庁
舎
１
階
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
統
計
係
は
、
４
月

12
日
Ã
か
ら
市
役
所
３
階
に
移
動

し
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
５

１

市
民
協
働
セ
ン
タ
U

２
階
会
議
室
の

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

２
階
会
議
室
部
分
の
空
調
整
備

工
事
の
実
施
に
伴
い
、
同
会
議
室

の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

１
階
フ
ロ
ア
は
平
常
ど
お
り
ご
利

用
で
き
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
資
材
の

運
搬
な
ど
で
ご
利
用
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間

４
月
21
日
Œ
〜
５
月
28

日
–∞

同
セ
ン
タ
U
ò
46
―
０
０
４

８

市
政
の
こ
と
で
、
あ
な
た
自

身
の
利
害
に
関
わ
る
苦
情
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
役
所
２
階
ò
内
線
２
２
１

５
・
¿
48
―
２
８
１
０

※
時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
。

▼
予
約
制
で
す
。
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
相
談
室

相 談 日 担当総合オンブズマン
4月 8 日（木）
4月15日（木）
4月22日（木）
5月 6 日（木）
5月13日（木）
5月20日（木）
5月27日（木）

山崎　源三さん
山崎　源三さん
武見　李子さん
山崎　源三さん
武見　李子さん
山崎　源三さん
武見　李子さん

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
は
届
き
ま
し
た
か

学
生
の
み
な
さ
ん
¿

「
学
生
納
付
特
例
」の

申
請
時
期
に
な
り
ま
し
た

（
市
役
所
で
は
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

１
年
分
を
４
月
30
日
–
ま
で
に

納
め
る
と
割
り
引
き
さ
れ
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
ò
56
―
１
４
１
１
へ
。

方
対
象
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
認
定
さ
れ
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
が
受
給
で
き

る
要
件
に
も
な
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
分
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳

と
学
生
証
な
ど
を
持
参
し
、
市
役

所
ま
た
は
市
政
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
平
成
15
年
度
に
認
定
さ
れ

た
方
に
は
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

申
請
書
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
学
生
証
の
コ
ピ
U
を
同
封

の
う
え
郵
送
な
ど
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

∞
市
民
課
庶
務
・
年
金
係
ò
内

線
２
３
９
５

東
京
都
は
、
４
月
１
日
、
東
京

都
調
布
飛
行
場
周
辺
に
「
航
空
機

騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
類
型
を

あ
て
は
め
る
地
域
の
指
定
」
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
指
定
は
、
航
空
機
騒
音
か

ら
通
常
の
生
活
を
保
全
す
る
必
要

が
あ
る
地
域
を
指
定
し
、
こ
の
地

域
内
で
維
持
す
る
環
境
基
準
を
設

調
布
飛
行
場
の

航
空
機
騒
音
に
か
か
る

地
域
指
定

（直通）

〈無料〉市役所２階
 ０４２２－４４－６６００

　市民のみなさんの日常生活でのさまざまな問題について相談を行って
　います。ご利用ください。相談はすべて無料です。

相　談　員時　間相　談　日相　談　内　容相　談　名

市民相談担当午前８時３０分
　～午後５時月～金曜日市政や日常生活全般につ

いて一 般 相 談

弁 護 士午後１時　　
　～３時３０分

月～金曜日
（電話予約制）

相続、借地、借家、金銭貸借
など民事全般について法 律 相 談

税 理 士

午後１時～
　　　　４時
（受付は午後
３時まで）

木曜日相続税、贈与税、所得税な
ど税務全般について税 務 相 談

弁護士または　　
東京都専門相談員第２・４月曜日賠償、示談など交通事故全

般について交通事故相談

人権擁護委員第３水曜日日常生活での人権問題、心
配ごとについて人権・身の上相談

行政相談委員第１金曜日行政の仕事に関する苦情
について行政苦情相談

司 法 書 士
土 地 家 屋 調 査 士第３月曜日不動産登記全般（表示・権

利）について不動産登記相談

医　　　　　師第２・４水曜日
（電話予約制）

対人関係や自己内面のな
やみについて心のなやみ相談

相　　談　　員
第２金曜日（英語）
第３金曜日（ハングル）
第４金曜日（中国語）

市政や日常生活全般につ
いて外 国 人 相 談

場所・電話番号時　　間相　談　日相　談　員相　談　内　容相　談　名

市役所５階
まちづくり建築課
 内線２８６７

３午前８時０分
～午後５時月～金曜日市 職 員住宅の増改築など施工

に関することについて住 宅 相 談

 

市役所４階
子育て支援室
内線２６７４

午前９時
～午後５時月～金曜日母子相談員母子家庭や女性がかか

える悩みごとについて母 子 相 談

午後１時
～３時月・木曜日民生児童委員心配事について心配ごと相談

ふれあい福祉相談
センター

社会福祉協議会
（福祉会館２階）
 ４１－８８５６

午後１時
～３時

火・水曜日
（予約制）専任相談員心の悩みごとについて精神保健相談

午後１時３０分
～３時３０分第４木曜日弁 護 士法律に関すること法 律 相 談

社会福祉協議会
専用電話
 ４ ８１－８７２

午前１０時～
午後３時火・木曜日専任相談員

話し相手が欲しいとき、
困ったときに（６５歳以
上）

高 齢 者
電 話 相 談

専用電話
４ ２２２

総合保健センター

６－４
３午前８時０分

～午後５時月～金曜日保 健 師生活・医療継続・福祉
の相談

精 神 保 健
福 祉 相 談

教育センター教育相談室
 ４７－０１１０

午前９時
～午後４時

月～金曜日・
第１・３・５土曜日教育相談員子どもの教育について教 育 相 談

市役所代表
 ０４２２－４５－１１５１
それぞれの相談場所へ
ご連絡ください。　　

４
市役所第二庁舎３階
生活経済課 内線２５４月～金曜日市 職 員

内職希望者・内職委託
希望事業所からの内職
に関することについて

内 職 相 談 ～午後４時３０分
３午前８時０分

（正午～午後１時を除く）

市役所１階
高齢者支援室
 内線２６２５

午後１時３０分
～４時

宅地建物取引
業 協 会 会 員

高齢者の方でアパート
などをさがしている方

高 齢 者
アパート相談

第１火曜日
（予約制）

 予約 －６４ ０４ ６０
（市民相談室直通）

女性交流室
中央通りタウンプラザ４階午後１時

～５時
専 門
カウンセラー

家庭、職場などの人間
関係、自分自身のこと
について（女性対象）

女性のための
こころの相談

木・土曜日
（予約制）

 ４ ２５
総合保健センター

６－３ ４
３午前８時０分

～午後５時
健康・栄養・歯科の
全般について健 康 相 談

保 健 師
栄 養 士
歯科衛生士

随　　時

午前１０時～
午後４時月～金曜日消 費 生 活

相 談 員
買物相談や契約上の疑
問や苦情などについて消費者相談

消費者活動センター
 ０７－９４２４
専用電話

午前８時30分
～午後７時月～土曜日

中央通りタウンプラザ３階
子ども家庭支援センター
のびのびひろば
 内線2669

子育て相談 子どもと家庭のことに
ついて

母子自立
支援相談員

市役所２階相談・情報センター
生活経済課 内線２５４４

午後２時
～４時第１水曜日労働条件、  労働福祉、労

使関係などについて労 働 相 談

労働相談
情報センター
国分寺事務所
相 談 員

定
す
る
も
の
で
す
。

調
布
飛
行
場
周
辺
に
適
用
さ
れ

る
環
境
基
準
は
70
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ

（
準
工
業
地
域
で
は
75
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ

Ｎ
Ｌ
）
で
す
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
と
は
、
航
空

機
騒
音
に
係
わ
る
環
境
基
準
の
評

価
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の

で
、
航
空
機
騒
音
の
ピ
U
ク
レ
ベ

ル
と
時
間
帯
ご
と
の
飛
来
機
数
を

考
慮
し
た
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
東
京
都
環
境
局
環

境
改
善
部
大
気
保
全
課
ò
03
―
５

３
８
８
―
３
５
０
０
、
ま
た
は
東

京
都
環
境
局
ホ
U
ム
ペ
U
ジhtt

p://w
w
w
.kankyo.m

etro.to
kyo.jp/

へ
。

公
雄
さ
ん
、
漫
画
家
の
は
ら
た

い
ら
さ
ん
の
執
筆
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
市
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
る
ア
ン
ケ
U
ト

の
意
見
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
で

き
る
ス
ト
レ
ス
・
会
社
人
間
度

チ
ェ
ッ
ク
表
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

「
コ
U
ヒ
U
入
れ
て
¿
」
32

号
は
、
市
の
関
連
施
設
で
配
布

中
で
す
。

∞
企
画
部
企
画
経
営
室
ò
内

線
２
１
１
５

今
回
は
「
こ
こ
ろ
の
構
造
改

革
〜
再
考
、男
社
会
型
仕
事
観
」

を
テ
U
マ
に
企
業
社
会
で
働
く

男
性
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。
精
神
科
医
で

井
之
頭
病
院
院
長
の
橋
本
元
秀

さ
ん
の
お
話
や
、
文
化
社
会

学
・
ジ
ェ
ン
ダ
U
論
が
専
門
で

大
阪
大
学
大
学
院
教
授
の
伊
藤

〜
三
鷹
市
発
・
女
と
男
の

生
き
方
を
考
え
る
情
報
誌
〜

「
コ
U
ヒ
U
入
れ
て
¿
」
第
32
号
配
布
中

郭
徳
俊
さ
ん
か
ら
市
に
版
画
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
郭
さ
ん
は
京

都
、
大
阪
、
東
京
、
ソ
ウ
ル
な
ど

で
個
展
を
開
く
と
と
も
に
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
U
レ
展
を
は

じ
め
各
地
の
国
際
版
画
展
に
出
品

し
、
国
際
東
京
版
画
ビ
エ
ン
ナ
U

レ
展
で
文
部
大
臣
賞
、
ソ
ウ
ル
国

際
版
画
ビ
エ
ン
ナ
U
レ
展
で
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
幅
広
く
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
美
術
ギ
ャ
ラ
リ

U
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
る
サ
ラ
リ

U

マ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
軌

跡
」
展
（
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
主
催
企
画
展
）
に
、
郭
さ
ん

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
三
鷹
市
に
対
し

て
関
連
作
品
の
寄
贈
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò
内

線
２
５
１
７

版
画
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た

◆
応
募
資
格

昭
和
52
年
４
月
２

日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

◆
給
与

月
額
19
万
９
千
578
円

（
調
整
手
当
を
含
む
）

※
大
学
新
卒
の
場
合
（
平
成
16

年
度
予
定
）

※
そ
の
ほ
か
各
種
手
当
あ
り

◆
勤
務

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
、
完
全
週
休
２
日
制

（
土
・
日
曜
日
）

※
勤
務
時
間
・
休
日
は
配
置
先

に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
試
験
日
程

一
次
試
験
＝
４
月

17
日
—
、
二
次
試
験
以
降
＝
一
次

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
の
配

布

職
員
課
（
市
役
所
３
階
）
と

各
市
政
窓
口
で
配
布
、
三
鷹
市
ホ

U
ム
ペ
U
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
U

ド
で
き
ま
す
。

▼
４
月
９
日
–
（
必
着
）
ま
で
に
、

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
タ
テ
４
×
ヨ
コ
３
B
の
写
真
１

■
一
般
事
務
上
級
（
若
干
名
）

三
鷹
市
職
員
募
集


